
 

 

「子どもの時に親と一緒に見た夕日」そして、「大人になってパートナーと一緒に見
た夕日」大切な人と一緒に、「あっ！」と心が動かされた体験。大切にされていた思
いや大切にしようとする経験。これらがつながり、重なっていきます。 
食事の中、会話の中、日常の生活の中で、ささやかで何気ない共有体験を重ねてみましょう。  

 

  

② 
 

  ～子どもが受け取って感じた気持ちを振り返ってみましょう～  

子どもたちのことを考えるときに開いてみてください 
～基本的自尊感情の視点で見つめてみませんか～ 

 

「ご親切にどうも！ありがとうございました！」（ぷんぷん！） 
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（これしてあげたら、 
きっと喜ぶだろうな～） 

 

（今ここではしたくないのに、 
いつも急に誘ってくるから、 

困ったな。どうしよう） 

 

共有体験（経験の共有と感情の共有）をしてみましょう 

子どもとの共有体験をしても、感情の共有が難しいと感じたら・・・ 

「うわ「今から、あなたの好きな○○をしましょうね。」 

 



 

① 

 「社会的自尊感情」 

ほめられたり、認められた
りすることで、成功体験を
積んでいくことから高まっ
ていく感情。 
 
～向かっていこうとする感情～ 
 

気球や風船のように 

ふくらんだり、しぼんだりするもの 

「基本的自尊感情」 

自分の良いところも 
悪いところもあるがままに 

受け入れられ、 
自分を大切な存在として 

尊重する感情。 

～土台となる感情～ 

「基盤」は基本的信頼 

    最も身近な人との温かい体験から育まれるもの 

 

もっと強くなりたい… 

もっとうまくなりたい… 

 

そして認められたい！ 

 ほめてもらいたい！ 

基本的自尊感情につながるかかわり 

体験を共にし、その体験を通して喜怒哀楽とい
った感情を共有する『共有体験』を積み重ねるこ
とで、基本的自尊感情が育まれていきます。 
自然に感情の交流が発生する『共有体験』は日

常の生活の中にたくさんあります。 

例えば、五感が総動員される体験としては毎日
繰り返される“食事”があります。「おいしいね」
「あったかいね」「またいっしょに食べようね」
と毎日積み重ねることができます。 

社会的自尊感情につながるかかわり 

ほめられたり、認められたりして人より優れて
いるという思いがふくらみ、社会的自尊感情が高
まっていきます。   
しかし、失敗したり、叱られたりすると、この

感情はしぼんでいきます。 

周囲の反応によって一気にふくらみ、一気にし

ぼんでいきます。 

子どもの姿を自尊感情の視点で考えてみましょう 

糊
のり

の染みこんだ和紙を１枚１枚重ね

たもののように、強くて簡単には崩れ

ないもの 

 
信じてくれている… 
待っていてくれる… 
失敗しても大丈夫… 
 
生まれてきて 

良かった！ 

私たち大人は「どうしたら、この子が幸せになれるだろうか。」と子どものことを考えて過ごしています。 
日常の中では、子どもの内面よりも外から見える姿に、ついかかわってしまいます。子どもの内面にある気持ちが分かりにくいと感じ、「このま

までいいのかな。」と苦悩することがあります。 
悩みながらの子育てでも、子どもの気持ちの『土台となる感情』を育むかかわりを、きっと気付かないうちに積み重ねているはずです。この『土

台となる感情』が、①にある『基本的自尊感情』です。『基本的自尊感情』は生きていく中で何度も経験する挫折や困難を乗り切る原動力となるも
のです。 
子どもの姿を、『基本的自尊感情』の視点を入れて見つめ直してみましょう。※基本的自尊感情につながる『共有体験』については②で説明します。 

 

共有体験について② 

自尊感情は、自尊心、自信、自己肯定感、自己受容感、自己効力感、
自己有用感、自己有能感、セルフエスティーム等、様々な概念と近接
する感情です。詳しい説明は参考文献を御覧ください。 
参考文献：近藤卓氏著書「子どもの自尊感情をどう育てるか」（ほんの森出版） 

「自尊感情と共有体験の心理学」（金子出版） 


